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を含む集合は，べき集合（巾集合）（power set）と呼ばれ，P（S）={ {x}, {y}, {z}, {x,y}, {y,z}, {z,x}, {x,y,z}, 

φ }　と表す（べき集合の要素は，部分集合なので，べき集合は，ときに集合族とよばれるこ

とがある）。部分集合の間には，含み含まれるという関係があるので，その関係を矢印付きの

線で結んだものがハッセ図であり，元の集合Sの要素の個数が3の場合が図28である。矢印は，

その先の集合に，矢印の元の集合の要素が含まれることを示す。図28で{x,y,z}とφとの位置関

係は，「対角線的関係」とよばれる。図29-30の対角線的関係を「{・・・}」と「φ」で記して

いる。

　集合Sの要素がw，x，y，zの４個の場合は，部分集合は，24＝16個となり，図29のハッセ図

（頂点の部分集合と矢印は省略）となる。要素が４個の図29は，要素が3個の図28を平行にずら

して対応する頂点を結ぶことにより構成される。

　図29をじっと見ると，例えば立方体が，さまざまに読み取れる。3つの場合を示したものが

図30である。

　対角線的関係にある集合（{・・・}）の要素がひとつ増えると，その要素を含まないハッセ

図を複写し，それを平行移動させ，対応する頂点を直線で結ぶならば，要素がひとつ多い（頂

点が2倍となる）ハッセ図が得られる。

　集合Sの要素として第４章の11個の景観全体図の中から，要素9個を選択し，それらを文字 

r, s, t, u, v, w, x, y, z に対応させるならば図31はそれらの要素の組み合わせを尽くすものであ

る。9個の要素を，それぞれの市民やデザイナーがどう選ぶかにより，各自の京都景観の「全体 

像」の差異が生じる。その差異は，選ばれた全体図を図31の各頂点に対応させ，図31の頂点や

頂点群の位置の差異により，各自の景観心象の差異を互いに知ることができ，各自の景観心象

そのものではないけれども，その差異を相互に具体的に伝えることができる。この差異の隔た

りを知り，その隔たりをどう縮めるかが，主観的といわれる景観デザインについて合意に至る

道筋である。

　要素11個の場合は，べき集合の要素の数の一般式（元の集合の要素数＝nとすると，頂点 

数＝2n）により，べき集合の要素の数は，211＝4096となり，その数が爆発的に増加する。この

図30　要素４個のハッセ図の３種類の読み取り方
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ことを防ぐには，全体図を抽象と捨象により他の全体図に繰り込み元の要素の数を減らすこと

である。

　これらは，いわば心象的全体像の構造を可視化していることになる。実際の景観議論のワー

クショップで検証することは今後の課題である。

図31　要素９個のハッセ図


